
Shiga University Seeds  

 

環境 

【代表的な研究テーマ】 

□ 生物多様性を促進する水辺の景観構造 
□ 空撮画像とフィールドワークによる生息地の構造解析 

 

■ 生物多様性 

■ 水辺エコトーン 

■ 行動観察 

■ 景観構造 

■ ドローン空撮 

課題解決に役立つシーズの説明 

湖や河川，サンゴ礁などの浅い水域は，陸域からの移

行帯（水辺エコトーン）として生物多様性が高い場所とし

て知られている。しかし，この浅さのために埋め立て等に

より，生息地としての重要な要素が失われている。自然

に優しい水辺が造成されることもあるが，生物多様性を

維持できるような構造になっているのであろうか？ cm単

位の微地形や水深構造，藻類や沈水植物群落，河畔林

や護岸の形状，砂地や岩礁などの水辺景観の構成要素

に注目し，どのような要素がどのように動物に利用され，

種の多様性の促進に貢献しているのかを研究してきた。 

具体的には，水辺の地形や植生，構造物等が詳細に

反映された空撮画像を取得し（市販の高解像度航空写真画

像や DJI 社 Phantom4 pro+による空撮画像を利用），行動観

察の手法を用いて動物の行動圏や移動経路，採餌・休息場所などのデータを取得し，空撮画像と重ね合わせること

によって生物多様性を促進する上で重要な景観要素の抽出を行ってきた（Hattori & Shibuno 2010, Hattori 2017 な

ど）。例えば，琵琶湖の内湖において，採餌場所と隠れ場所が隣接する場所で水鳥の生息種数が多いこと（図 1）を

明らかにし，また，透明度が高いサンゴ礁では，空撮画像上の色彩と水深や底質が相関するため，動物が利用する

生息場所を空撮画像の色彩と関連づけ，長期個体識別調査によって明らかにした「死亡率が低い生息地」を空撮画

像から抽出することに成功した。浅いサンゴ礁では，画像解析によって計算した生息地面積と生息種数の分析から，

総面積が同等であれば，単一の大生息地よりも小生息地群で生息種数が多くなることも見出した（図 2，3）。現在，

サンゴ礁において魚類を主に研究しているが，琵琶湖や河川に生息する水鳥等を対象に研究を発展させたい。 
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企業・自治体へのメッセージ 

湖岸や流入河川などの空撮画像を用い，水鳥等の採餌場所や休息場所を空撮画像上に直接記録して観察デー

タを重ね合わせることにより，生息場所の特徴（具体的な河畔林の位置関係や沈水植物群落の配置，面積）を空撮

画像のみから認識できる景観要素と結びつけ，生物多様性の維持に重要な要素を明示する手法の開発に関する共

同研究を希望します。 

図 1．松ノ木内湖の景観構造と水鳥の多様性 
Hattori & Mae (2001) より改変 

図2．市販の航空写真画像を拡大して作
成したサンゴ礁の景観マップの例 

図 3．スズメダイ科魚類の生息種数と画像から抽出され

た生息地面積との関係。左の図２とともの Hattori & 

Shibuno (2010) より引用 

 

 


